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あ
の
日
、
福
島
で

あ
の
日
、
福
島
製
鋼
総
務
人
事
グ
ル
ー
プ
庶

務
チ
ー
ム
に
勤
務
す
る
丹た
ん
じ治
正
昭
さ
ん
（
41
歳
）

は
休
み
の
日
だ
っ
た
。
突
然
の
激
し
い
揺
れ
に

襲
わ
れ
た
。「
う
わ
っ
、
地
震
だ
」。
木
造
２
階

建
て
の
古
い
ア
パ
ー
ト
の
２
階
は
大
き
く
揺
れ

続
い
た
。
立
ち
あ
が
れ
な
い
。
柱
に
し
が
み
つ

い
た
。
も
う
、
建
物
が
崩
れ
落
ち
る
か
、
と
思

っ
た
。
や
っ
と
揺
れ
が
や
ん
だ
。
命
か
ら
が
ら
、

外
へ
出
た
。
回
り
に
目
を
や
る
と
あ
ち
こ
ち
の

建
物
が
被
害
を
受
け
て
い
た
。
部
屋
の
中
は
、

棚
か
ら
落
ち
た
物
が
散
乱
、
水
道
は
断
水
、
電

気
は
つ
か
な
い
。
自
炊
し
て
い
る
米
を
切
ら
し

て
い
た
の
を
思
い
出
し
、
ス
ー
パ
ー
へ
行
っ
た
。

多
く
の
人
で
、
結
局
買
え
た
の
は
お
菓
子
と
お

で
ん
だ
け
。
停
電
、断
水
で
調
理
で
き
な
か
っ
た
。

夜
、
会
社
を
見
に
行
っ
た
。
自
転
車
の
ペ
ダ

ル
を
踏
む
足
に
力
が
入
っ
た
。
い
ま
の
職
場
が

好
き
だ
っ
た
。
早
く
確
認
を
し
た
か
っ
た
。
事

務
所
で
は
パ
ソ
コ
ン
や
事
務
機
が
ひ
っ
く
り
返

っ
て
い
た
。
外
か
ら
見
る
と
工
場
の
建
屋
の
壁

が
落
ち
、
百
ト
ン
の
砂
タ
ン
ク
が
３
階
の
床
を

抜
け
２
階
に
落
下
。
溶
解
炉
５
基
の
う
ち
４
基

の
鉄
を
溶
か
す
コ
イ
ル
が
焼
失
し
た
と
い
う
。

生
産
機
能
は
甚
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
た

こ
と
を
知
る
。「
大
変
だ
」。
丹
治
さ
ん
ら
庶
務

チ
ー
ム
に
は
身
体
、
知
的
、
精
神
な
ど
の
障
害

者
が
所
属
。
男
子
更
衣
室
、
風
呂
場
の
清
掃
、

工
場
敷
地
内
の
移
動
導
線
の
識
別
塗
装
な
ど
の

業
務
を
担
当
。
生
産
現
場
で
は
な
い
が
、
生
産
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震災から３年、働く場の復旧・復興
――被災地、福島を訪ねて

① ３年間の取組み
② 新たな環境での仕事
③ 地域での支援、
 職場環境の整備
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編集委員から
３年たった被災地、そこで会った障害

者は懸命に自分の働く場を守ろうと復旧、
復興に汗を流していた。

働く喜び、職場の友と語らう楽しさ、
生活の糧を得る満足感を体験しているか
らこそ、それを失いたくないという思い
があったのだろうと取材しながら思った。
もう３年、まだ３年、とにかくがんばっ
てください。

（写真）小山博孝
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推進することを目的に結成。東日本大震災では被災３県にみやぎ
支援センター、支援センターふくしま、いわて支援センターを開
設、具体的には仮設住宅からの通院、買い物などの移動支援、就
労支援（雇用の場の確保、作業所での仕事の確保）など被災障害
者の支援活動を展開している。さらに行政への調査、提言に取り
組んでいる。

JDF被災地障がい者支援センターふくしま
〒963-8025　福島県郡山市桑野1の5の17 
TEL 024-925-2428　FAX 024-925-2429

福島障害者職業センター
〒960-8135　福島県福島市腰浜町23の28
TEL 024-522-2230　FAX 024-522-2261

取
材
先
デ
ー
タ

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

東日本大震災
2011（ 平 成 23）年３月

11 日 14 時 46 分、太平洋
三陸沖を震源に、マグニチュー
ド 9.0、 震 度７を記 録、 観
測史上最大規模の地震。死
者１万 5880 人、行方不明
2700 人。地震による大規模
な津波が発生、最大で海岸か
ら６キロ内陸まで浸水、岩手、
宮城、福島の３県で大きな被
害が出た。（2014 年 2 月 1
日現在）
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再
開
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
工

場
は
操
業
停
止
、
社
員
は
自
宅
待
機
の
指
示
が

あ
っ
た
。

三
日
後
、
携
帯
電
話
が
鳴
っ
た
。
庶
務
チ
ー

ム
の
リ
ー
ダ
ー
石
川
哲
指
導
員
か
ら
だ
。「
会
社

へ
出
て
き
て
ほ
し
い
」。
う
れ
し
か
っ
た
。
早
く

会
社
へ
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
。

関
東
の
日
野
自
動
車
グ
ル
ー
プ
か
ら
応
援
部

隊
が
入
り
復
旧
作
業
が
本
格
化
し
て
い
っ
た
。
そ

の
人
た
ち
が
社
内
の
会
議
室
な
ど
に
寝
泊
ま
り

し
て
い
た
。
庶
務
チ
ー
ム
は
食
事
、
宿
泊
の
業
務

を
担
当
、
丹
治
さ
ん
は
布
団
運
び
、
清
掃
に
精

を
出
し
た
。あ
っ
と
い
う
間
に
１
カ
月
が
過
ぎ
た
。

４
月
12
日
、
生
産
を
再
開
し
た
。
朝
、
本
社

前
の
広
場
で
再
開
式
が
行
わ
れ
、
工
場
再
開
宣

言
を
読
み
上
げ
、
復
旧
支
援
に
駆
け
つ
け
た
日

野
自
動
車
グ
ル
ー
プ
に
謝
辞
を
述
べ
、
安
全
祈

願
、記
念
写
真
。丹
治
さ
ん
ら
は「
復
旧
祝
再
開
」

と
書
か
れ
た
表
示
板
を
裏
か
ら
倒
れ
な
い
よ
う

に
支
え
た
。
裏
方
だ
っ
た
が
、
再
開
の
喜
び
の

場
に
い
ら
れ
た
こ
と
で
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
。

石
川
指
導
員
は
「
庶
務
チ
ー
ム
の
丹
治
さ
ん

ら
障
害
の
あ
る
人
た
ち
は
、
震
災
復
旧
に
は
後

方
支
援
だ
っ
た
が
、み
ん
な
立
派
に
仕
事
し
て
、

戦
力
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
語
る
。

福
島
製
鋼
が
障
害
者
雇
用
に
本
格
的
な
取
組

み
を
始
め
た
の
は
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年

だ
っ
た
。日
野
自
動
車
は
特
例
子
会
社
を
も
ち
、

積
極
的
に
採
用
し
て
お
り
、
方
針
は
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
決
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
身
体
障
害
者

８
人
が
い
た
が
、
企
業
の
法
定
雇
用
率
１
・
８

％
（
当
時
）
を
達
成
で
き
ず
、
年
間
３
０
０
万

円
の
納
付
金
を
支
払
っ
て
い
た
。
荒
川
誠
専
務

は
、「
会
社
を
挙
げ
て
雇
用
率
を
達
成
す
る
と

社
長
が
言
明
、
そ
れ
ま
で
鉄
を
溶
か
す
高
熱
の

作
業
環
境
な
ど
障
害
者
の
働
く
場
と
し
て
の
安

全
確
保
で
課
題
が
あ
り
、
人
事
担
当
者
は
障
害

者
雇
用
に
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
が
、
待
っ
た

な
し
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
７
年
が
経
過
し
順
調

に
進
展
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
も
震
災
復
旧
で

一
定
の
役
割
を
果
た
し
会
社
と
し
て
も
い
い
経

験
と
な
っ
た
。
い
ま
は
生
産
現
場
へ
の
配
置
も

進
ん
で
い
ま
す
」
と
話
す
。

最
初
の
一
歩
は
障
害
者
の
雇
用
率
達
成
へ
の

計
画
策
定
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
担
当
者
を
工
場
に

招
き
、
受
入
れ
可
能
な
職
場
の
検
討
、
そ
の
職

場
の
採
用
者
数
は
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
動
き
出

し
た
。
受
入
れ
は
清
掃
を
中
心
に
し
た
業
務
が

候
補
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
外
部
委
託
し
て
い

た
部
門
。
過
去
の
採
用
実
績
は
身
体
障
害
者
中

心
だ
っ
た
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
島
障
害
者

職
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
助
言
も
あ
り
、
知
的
障

害
者
、
精
神
障
害
者
へ
と
採
用
を
拡
大
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
た
。
当
初
は
短
時
間
勤
務
。

し
か
も
繰
返
し
の
軽
作
業
と
し
て
会
社
施
設
の

清
掃
、花
壇
の
維
持
な
ど
を
仕
事
内
容
に
し
た
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
求
職
者
の
紹
介
を
受

け
、
工
場
見
学
、
面
接
を
し
、
身
体
、
知
的
、

精
神
の
６
人
の
障
害
者
の
採
用
を
決
定
。
こ
の

６
人
に
石
川
指
導
員
ら
９
人
を
加
え
、
15
人
の

庶
務
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
。
神か
ん

野の

洋
彰
総
務

人
事
グ
ル
ー
プ
長
は
、「
な
に
を
業
務
内
容
に

す
る
か
、
し
か
も
継
続
し
て
働
け
る
に
は
、
な

ど
に
つ
い
て
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
専
門

機
関
の
指
導
・
助
言
が
具
体
的
で
役
立
ち
ま
し

た
」
と
話
す
。

ま
ず
は
、
職
場
環
境
の

見
直
し
・
改
善
に
取
り
組
む

全
社
的
な
受
入
れ
態
勢
の
構
築
が
行
わ
れ

た
。
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
働
き
や
す
く
す

る
た
め
の
職
場
環
境
の
見
直
し
・
改
善
。
整
理

整
頓
か
ら
始
ま
っ
て
、
仕
事
の
効
率
化
、
安
全

対
策
に
つ
な
が
る
こ
と
な
の
で
、
全
職
場
が
取

り
組
ん
だ
。

受
入
れ
が
始
ま
る
と
、
福
島
障
害
者
職
業
セ

ン
タ
ー
が
職
場
内
で
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
適
切

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
し
、
県
北
障

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
が

週
初
め
は
正
門
に
待
機
、
職
場
ま
で
誘
導
し
声

掛
け
を
し
、
平
日
は
同
僚
が
正
門
で
朝
の
出
迎

え
、
声
掛
け
を
し
た
。
週
末
は
、
職
業
セ
ン
タ

ー
で
１
週
間
の
振
り
返
り
を
実
施
。
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
と
一
緒
に
不
安
や
悩
み

を
ボ
ー
ド
に
書
き
出
し
、
本
人
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。
職
場
に
は
本
人

に
理
解
で
き
る
よ
う
に
話
す
こ
と
や
、
悪
い
と

こ
ろ
よ
り
、
よ
い
と
こ
ろ
を
ほ
め
る
よ
う
話
し

方
に
配
慮
を
求
め
た
。

３
～
５
カ
月
過
ぎ
、職
場
に
慣
れ
て
く
る
と
、

会
社
内
で
指
導
員
、
生
活
相
談
員
が
振
り
返
り

の
対
応
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地震直後の福島製鋼の工場

復旧の応援部隊の食事、宿
泊業務にあたった石川哲指
導員（写真左）と丹治正昭
さん
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福
島
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
の
柴
山
雅
人
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、「
石
川
指
導
員
が
各
自
の
性

格
、
仕
事
へ
の
対
応
力
、
対
人
関
係
を
よ
く
把

握
さ
れ
、私
た
ち
と
う
ま
く
連
携
さ
れ
た
の
で
、

あ
れ
こ
れ
あ
っ
た
が
ス
ム
ー
ス
に
受
入
れ
は
進

ん
だ
。
震
災
か
ら
の
障
害
者
の
職
場
復
帰
も
順

調
に
行
わ
れ
た
」
と
、
障
害
者
雇
用
本
格
化
後

の
７
年
間
と
重
な
っ
た
震
災
後
３
年
間
の
同
社

の
取
組
み
を
評
価
す
る
。

昨
秋
、
生
産
現
場
へ
の
配
置
が
実
現
し
た
。

亀
岡
翔
さ
ん
（
20
歳
）
は
、
養
護
学
校
で
職
場

実
習
に
来
て
、
こ
の
会
社
へ
就
職
し
た
。
１
年

間
、
庶
務
チ
ー
ム
で
働
い
た
。
こ
の
間
、
石
川

指
導
員
が
体
力
、
気
力
、
根
気
な
ど
を
観
察
、

生
産
現
場
で
働
け
る
か
ど
う
か
を
見
極
め
、
鋳

造
二
課
勤
務
と
な
っ
た
。
自
動
車
部
品
の
鋳
型

を
つ
く
る
仕
事
。
作
業
台
に
向
か
っ
て
立
ち
、

木
の
型
に
砂
を
入
れ
ガ
ス
で
固
め
る
発
熱
パ
ッ

ト
を
製
造
、
一
人
黙
々
と
作
業
を
繰
り
返
す
。

「
こ
こ
へ
配
置
す
る
と
聞
い
て
び
っ
く
り
。

で
き
る
だ
ろ
う
か
、
不
安
だ
っ
た
。
教
え
て
も

ら
っ
て
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
半
年

し
て
慣
れ
た
」
と
作
業
す
る
後
姿
は
、
す
っ
か

り
工
場
に
な
じ
ん
で
い
た
。

亀
岡
さ
ん
の
職
場
は
電
気
炉
が
あ
る
鋳
造
工

場
で
同
社
の
メ
イ
ン
職
場
。「
障
害
者
の
仕
事

は
こ
こ
ま
で
と
線
を
引
か
ず
、
会
社
の
本
来
業

務
で
障
害
者
が
働
く
よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
、
震
災
の
ハ
ー
ド
ル
も
超
え
て
、
実

現
し
た
」
と
神
野
総
務
人
事
グ
ル
ー
プ
長
。

障
害
者
の
職
場
定
着
も
進
み
、
２
％
の
雇
用

率
を
達
成
し
て
い
る
。
同
社
の
取
組
み
に
関
わ

っ
て
き
た
福
島
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
の
今
村

玲
一
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
は
、「
障
害
が
あ
る
人
た

ち
の
そ
の
人
そ
の
人
に
合
っ
た
受
入
れ
策
、
支

援
策
が
で
き
る
と
職
場
定
着
は
進
む
。
個
別
対

応
が
う
ま
く
で
き
て
い
る
」
と
話
す
。
震
災
か

ら
３
年
、
障
害
者
の
働
く
場
は
復
旧
、
復
興
し

て
い
る
。

自
分
で
測
定
し
安
全
を
確
認
し
な
い
と

「
下
水
で
０
・
３
９
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
空

中
で
０
・
３
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
ね
っ
」

福
島
原
発
か
ら
北
約
４
０
キ
ロ
の
距
離
に
あ

る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
は
ら
ま
ち
ひ
ば

り
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
。
放
射
能
測
定
器
を
出
し

た
青
田
直
喜
施
設
長
は
、
雨
水
が
屋
根
か
ら
下

り
て
く
る
下
水
口
で
放
射
線
量
を
測
っ
た
。「
下

水
口
の
方
が
い
つ
も
高
い
。
測
定
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
生
命
を
守
る
た
め
」
―
こ
の
３
年
間
、

毎
月
２
回
計
測
し
記
録
し
て
き
た
。
玄
関
、
作

業
場
、
事
務
室
な
ど
を
定
点
に
し
、
高
濃
度
の

と
き
は
記
録
表
に
オ
レ
ン
ジ
の
マ
ー
ク
を
付
け

る
。
最
高
濃
度
は
２
０
１
２
年
１
月
の
０
・
６

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
。「
行
政
が
測
定
値
を
発

表
し
て
い
ま
す
が
、
と
に
か
く
自
分
で
測
定
し

安
全
を
確
認
し
な
い
と
納
得
で
き
な
い
と
思
い
、

や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
怒
り
も
込
め
ら
れ
た

放
射
線
記
録
表
は
夏
の
汗
、
冬
の
雪
が
つ
い
た

の
か
、
色
あ
せ
、
震
災
後
の
風
雪
を
思
わ
せ
る
。

こ
の
３
年
間
、
青
田
施
設
長
は
懸
命
に
走
り

続
け
た
。「
震
災
直
後
、
原
発
事
故
の
不
安
か
ら

み
ん
な
が
避
難
し
て
い
っ
た
。
人
口
７
万
人
の

南
相
馬
市
が
１
万
人
に
な
っ
た
。
工
場
も
福
祉

施
設
も
人
手
不
足
か
ら
生
産
ス
ト
ッ
プ
し
、
私

た
ち
の
仕
事
が
な
く
な
り
、
さ
あ
大
変
と
、
震

災
直
後
は
作
業
の
確
保
、
安
全
対
策
と
日
々
の

対
応
に
追
わ
れ
た
。
や
は
り
住
み
慣
れ
た
と
こ

ろ
へ
と
帰
還
者
が
増
え
出
し
、
２
年
目
に
な
る

こ
ろ
か
ら
、
避
難
所
を
出
て
仮
設
住
宅
へ
移
っ

た
り
、
県
外
避
難
か
ら
帰
っ
て
来
る
人
た
ち
が

増
え
、
作
業
の
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
歳

月
は
過
ぎ
て
い
く
ん
で
す
が
、
と
に
か
く
障
害

者
の
就
労
の
場
と
し
て
継
続
さ
せ
る
た
め
、
目

の
前
の
こ
と
を
必
死
に
や
る
だ
け
。
な
ん
と
も

情
け
な
い
。
若
い
利
用
者
の
将
来
を
考
え
て
や

る
こ
と
も
で
き
な
い
ん
で
す
」。
３
年
た
っ
て
も

先
が
見
通
せ
な
い
現
状
を
嘆
く
。
原
発
事
故
で
、

住
み
慣
れ
た
生
活
圏
を
追
わ
れ
た
障
害
者
。

「
障
害
者
の
多
く
は
地
震
、
津
波
な
ど
の
緊

急
事
態
に
適
切
に
対
応
で
き
な
い
。
身
体
的
に

も
精
神
的
に
も
避
難
所
な
ど
で
の
知
ら
な
い
人

た
ち
と
の
集
団
生
活
に
は
な
じ
め
な
い
。
難
し

い
。
障
害
者
は
早
く
、
元
の
生
活
環
境
に
戻
る

こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
が
、
３
年
た
っ
て
も
仮

の
生
活
が
続
い
て
い
る
」

「
は
ら
ま
ち
ひ
ば
り
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
へ

は
、
福
島
駅
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
南
相
馬

市
を
目
指
し
た
。
途
中
、
飯
舘
村
に
入
っ
た
。

道
路
脇
に
「
除
染
作
業
中
」
の
看
板
が
立
つ
。

谷
合
い
で
畑
の
表
土
が
削
ら
れ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
、
ク
レ
ー
ン
で
釣
り
上
げ
一
カ
所
に
集

福島製鋼荒川誠専務神野洋彰総務人事
グループ長

粉末銅の袋詰め作業をする
丹治正昭さん

生産現場で
活躍する
亀岡翔さん

柴山雅人カウンセラー
（写真左）と今村玲一
ジョブコーチ
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め
ら
れ
て
い
た
。
除
染
で
ツ
ル
ツ
ル
、
落
ち
葉

も
な
く
な
っ
た
地
面
は
な
に
か
異
常
な
風
景
だ

っ
た
。
集
落
に
入
っ
た
。「
だ
れ
も
い
な
い
ね
。

無
人
の
町
だ
よ
」 

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
小
山
カ
メ

ラ
マ
ン
が
ぽ
つ
り
と
も
ら
し
た
。
ふ
と
、
レ
ン

タ
カ
ー
事
務
所
で
も
ら
っ
た
福
島
県
観
光
マ
ッ

プ
を
見
る
と
、
帰
宅
困
難
区
域
と
灰
色
に
塗
ら

れ
た
エ
リ
ア
だ
っ
た
。「
な
る
ほ
ど
な
あ
…
」 

食
堂
も
民
家
も
カ
ー
テ
ン
を
し
め
、
３
年
も
住

ん
で
い
な
い
家
々
は
荒
れ
て
見
え
た
。

こ
こ
に
来
て
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
、
三

つ
が
重
な
っ
た
福
島
県
の
現
実
は
厳
し
い
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
特
に
南
相
馬
市
、
双
葉

町
な
ど
太
平
洋
に
面
し
た
浜
通
り
と
呼
ば
れ
る

沿
岸
地
域
は
津
波
被
害
が
大
き
く
、
南
相
馬
市

は
福
島
県
最
多
１
２
４
９
人
の
死
者
が
出
た
。

加
え
て
福
島
原
発
が
近
く
、
放
射
能
か
ら
の
不

安
が
拭
え
て
い
な
い
。
生
活
の
場
を
追
わ
れ
た

生
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

あ
の
と
き
―
２
０
１
１
年
３
月
10
日
、
は
ら

ま
ち
ひ
ば
り
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
木
造
平
屋

建
て
の
事
務
所
兼
作
業
場
を
全
面
改
築
し
、
建

築
業
者
か
ら
引
渡
し
を
受
け
た
。
更
衣
室
も
食

堂
も
新
し
く
な
っ
た
。
利
用
者
も
指
導
す
る
ス

タ
ッ
フ
も
笑
顔
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
日
―
。

大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
震
度
６
弱
。
時
計

が
落
ち
、
食
器
が
棚
か
ら
ず
り
落
ち
割
れ
た
。

す
ぐ
治
ま
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
続
き
、「
み
ん

な
、
作
業
台
の
下
に
伏
せ
ろ
」
と
青
田
施
設
長

は
叫
ん
だ
。
や
っ
と
揺
れ
は
止
ま
っ
た
。
外
に

出
て
、
屋
根
、
外
壁
を
見
た
。
改
築
し
た
ば
か

り
の
耐
震
構
造
の
木
造
モ
ル
タ
ル
平
屋
建
て
は

大
丈
夫
だ
っ
た
。
海
岸
か
ら
４
キ
ロ
離
れ
、
津

波
被
害
は
及
ば
な
か
っ
た
。
す
ぐ
に
障
害
者
に

ス
タ
ッ
フ
を
付
け
、
グ
ル
ー
プ
で
帰
宅
さ
せ
た
。

翌
日
か
ら
出
勤
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
、
家
族
が

安
否
確
認
に
取
り
組
ん
だ
。
電
話
が
通
じ
に
く

い
の
で
、
手
分
け
し
て
利
用
者
宅
を
回
っ
た
。

幸
い
、
地
域
に
住
む
利
用
者
18
人
、
ス
タ
ッ
フ

10
人
と
も
に
死
傷
者
は
い
な
か
っ
た
。

受
け
入
れ
よ
う
、と
自
ら
決
断

１
人
、２
人
と
利
用
者
が
顔
を
見
せ
た
。「
避

難
で
き
な
か
っ
た
」「
何
も
食
べ
て
い
な
い
」

と
打
ち
明
け
る
。
知
的
障
害
の
あ
る
利
用
者
に

は
こ
こ
が
唯
一
の
拠
り
ど
こ
ろ
だ
っ
た
。
食
料

提
供
の
手
配
を
し
、
話
し
相
手
に
な
っ
て
励
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
一
家
で
県
外
避
難
す
る
ケ

ー
ス
が
３
人
出
た
。
企
業
、
工
場
も
操
業
停
止

に
な
り
、仕
事
が
回
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
。「
な

じ
め
な
い
」「
居
り
に
く
い
（
居
づ
ら
い
）」
と

避
難
所
か
ら
帰
っ
て
来
る
人
た
ち
が
顔
を
見
せ

た
。「
は
ら
ま
ち
ひ
ば
り
」
は
３
月
、
４
月
休

ん
だ
が
、
仮
設
住
宅
や
避
難
所
に
い
て
も
、
適

応
で
き
ず
、
頼
っ
て
来
る
人
が
増
え
、
10
人
近

く
に
な
っ
た
。
青
田
施
設
長
は
行
政
の
福
祉
担

当
者
に
相
談
し
た
。
復
旧
対
応
に
追
わ
れ
、
結

論
が
出
な
い
。「
こ
の
人
た
ち
を
受
け
入
れ
よ

う
」
と
自
ら
決
断
。
５
月
か
ら
内
々
に
作
業
場

を
開
い
た
。

一
番
の
課
題
は
放
射
能
の
安
全
確
認
だ
っ

た
。
義
援
金
を
配
分
さ
れ
、
す
ぐ
放
射
能
測
定

器
と
除
染
用
の
高
圧
洗
浄
機
を
買
っ
た
。
敷
地

内
を
３
回
除
染
し
た
。
放
射
能
の
安
全
対
策
と

い
っ
て
も
行
政
か
ら
的
確
な
情
報
も
指
示
も
な

い
。
初
め
て
の
こ
と
に
何
も
で
き
ず
、
不
安
が

つ
の
る
だ
け
だ
っ
た
。
就
労
訓
練
の
柱
の
一
つ

だ
っ
た
野
菜
の
生
産
・
販
売
、
草
刈
り
な
ど
の

農
作
業
は
休
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。

そ
し
て
仕
事
の
確
保
。「
み
ん
な
が
集
ま
り
、

共
に
働
き
、
賃
金
を
手
に
す
る
喜
び
を
絶
や
し

た
く
な
か
っ
た
」
と
ス
タ
ッ
フ
の
守
重
信
子
さ

ん
。
利
用
者
み
ん
な
の
思
い
だ
っ
た
。
手
分
け

し
て
工
場
・
企
業
へ
電
話
、
作
業
再
開
を
告
げ
、

仕
事
を
依
頼
し
た
。
電
気
設
備
の
損
壊
、
従
業

員
の
県
外
避
難
な
ど
で
、
発
注
先
の
操
業
再
開

は
遅
れ
て
い
た
が
、「
従
業
員
不
足
で
お
宅
に

頼
み
た
い
」
と
い
う
会
社
も
あ
り
、
作
業
場
は

細
々
と
動
き
出
し
た
。「
う
ち
は
利
用
者
、
ス

タ
ッ
フ
全
員
無
事
だ
っ
た
。
こ
れ
は
宝
で
す
。

み
ん
な
の
顔
が
揃
い
、
や
ろ
う
と
い
う
気
に
な

っ
た
」
と
青
田
施
設
長
。

「
お
は
よ
う
」
と
、
午
前
９
時
、
徒
歩
、
自

転
車
、
父
兄
の
送
迎
な
ど
で
み
ん
な
が
出
勤
し

て
来
た
。
自
宅
待
機
が
２
カ
月
あ
り
、
震
災
後

の
出
来
事
を
口
々
に
話
し
た
と
い
う
。
造
花
の

彼
岸
花
の
制
作
販
売
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
の

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
、
自
動
車
部
品

の
リ
ー
ド
線
伸
ば
し
、
パ
ッ
キ
ン
の
袋
詰
め
な

ど
の
業
務
を
行
っ
て
き
た
が
、
と
り
あ
え
ず
材

料
の
あ
る
も
の
だ
け
で
仕
事
を
始
め
た
。
10
代

か
ら
50
代
、
知
的
障
害
、
身
体
障
害
、
精
神
障

はらまちひばりワークセン
ターの玄関前で、放射線量
をはかる青田施設長に取材
する阪本本誌編集委員（右）

独自に放射線量
を測定し、記録
してきた

除染作業中の飯舘村
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害
。
個
性
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
来
て
、
働
く
こ

と
が
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

善
意
の
輪
で
広
が
る
新
商
品

伊
佐
見
幸さ

ち

栄え

さ
ん
（
39
歳
）
は
勤
続
20
年
の

ベ
テ
ラ
ン
、
10
年
前
か
ら
造
花
の
彼
岸
花
づ
く

り
に
精
を
出
し
て
い
る
。「
自
宅
は
地
震
の
被
害

が
少
な
か
っ
た
が
、
肉
牛
２
頭
を
育
て
る
農
家
。

放
射
能
の
影
響
で
エ
サ
の
草
刈
り
が
で
き
な
く

な
り
、
父
は
建
築
の
仕
事
に
変
わ
っ
た
。
自
主

避
難
な
の
で
、
家
で
毎
日
テ
レ
ビ
を
見
て
、
作

業
場
が
再
開
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
仕
事
が
で
き
て
安
心
し
ま
し
た
」。

震
災
前
、
工
賃
が
月
１
万
円
平
均
だ
っ
た

が
、
２
０
０
０
円
～
３
０
０
０
円
に
大
き
く

落
ち
込
ん
だ
。
再
開
し
た
と
は
い
え
、
作
業

所
存
続
の
危
機
的
状
況
は
変
わ
り
な
か
っ
た
。

仕
事
の
激
減
が
致
命
的
だ
っ
た
。
８
月
、
同

じ
悩
み
に
直
面
し
て
い
た
同
市
内
の
作
業
所

か
ら
、「
復
興
支
援
の
カ
ン
バ
ッ
ジ
を
つ
く
ろ

う
」
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
、
え
ん
ど
う

豆
、
は
ら
ま
ち
ひ
ば
り
な
ど
障
害
者
の
就
労
支

援
、
自
立
支
援
の
８
施
設
で
南
相
馬
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
を
つ
く
り
、「
つ
な
が
り
∞
（
無
限
）
ふ

く
し
ま　

カ
ン
バ
ッ
ジ
」
の
全
国
販
売
を
開
始

し
た
。
直
径
３
～
５
セ
ン
チ
の
カ
ン
バ
ッ
ジ

に
「
絆
」
の
文
字
や
ひ
ば
り
、
だ
る
ま
な
ど
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
T
S
U
N
A
G
A
R
I
∞

F
U
K
U
S
H
I
M
A
が
入
っ
て
い
る
。
ピ

ン
で
服
に
つ
け
る
タ
イ
プ
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
飾

れ
る
タ
イ
プ
な
ど
種
類
も
豊
富
。
カ
ン
バ
ッ
ジ

は
１
個
１
５
０
円
か
ら
、
価
格
は
タ
イ
プ
、
大

き
さ
に
よ
り
異
な
る
。
１
０
０
個
入
り
１
箱
単

位
で
販
売
。
１
個
40
円
の
収
入
が
あ
る
。

新
商
品
と
な
っ
た
カ
ン
バ
ッ
ジ
は
、
全
国
各

地
か
ら
南
相
馬
市
に
入
っ
て
き
た
復
興
支
援
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
人
気
と
な
っ
た
。「
学
校
の
み

ん
な
に
配
る
」「
福
島
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
」
と
郵
送
の
注
文
が
増
え
て
き
た
。
１
年
た

つ
と
20
万
個
を
超
え
た
。
は
ら
ま
ち
ひ
ば
り
で

は
１
カ
月
50
万
円
の
売
上
を
得
る
主
力
商
品
に

な
っ
て
い
っ
た
。
ブ
ロ
グ
で
被
災
地
福
島
の
声

を
発
信
す
る
「
南
相
馬
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
日
記
」、

全
国
の
カ
ン
バ
ッ
ジ
購
入
者
に
送
る
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー
「
南
相
馬
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
通
信
」
発
行

も
展
開
し
、
被
災
地
と
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
つ
な
ぐ
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
大
き
な

波
紋
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。
カ
ン
バ
ッ
ジ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
ひ
ま
わ
り
の
種
が
同
封
さ

れ
「
ふ
く
し
ま
は
願
い
ま
す
。
あ
な
た
の
故
郷

が
い
つ
ま
で
も
、
美
し
く
あ
る
こ
と
を
」
と
書

か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
47
万
個
を
発
送
、
い
ま
、
は
ら

ま
ち
ひ
ば
り
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
工
賃
が
月
１

万
１
０
０
０
円
。

島
抜
俊
夫
さ
ん
（
41
歳
）
は
浪
江
町
に
住
み
、

通
勤
し
て
い
た
双
葉
町
の
作
業
所
で
震
災
に
あ

っ
た
。「
大
き
い
揺
れ
に
び
っ
く
り
、
作
業
所

の
み
ん
な
と
小
学
校
へ
避
難
し
た
。
避
難
所
、

仮
設
住
宅
、
親
類
な
ど
で
生
活
し
て
、
１
年
半

が
過
ぎ
た
。
そ
れ
か
ら
南
相
馬
市
の
借
り
上
げ

住
宅
に
住
み
、
い
ま
、
は
ら
ま
ち
ひ
ば
り
に
通

っ
て
い
ま
す
」 

。
パ
ッ
キ
ン
づ
く
り
を
担
当
。

前
の
作
業
所
で
機
械
部
品
づ
く
り
を
し
て
い
た

経
験
が
生
き
て
い
る
。「
避
難
所
の
生
活
は
つ

ら
か
っ
た
。知
ら
な
い
人
に
な
じ
め
な
か
っ
た
。

南
相
馬
市
で
再
び
働
け
る
よ
う
に
な
り
、
や
っ

と
落
ち
着
き
だ
し
た
。
仕
事
の
仲
間
の
顔
を
見

な
が
ら
一
緒
に
働
く
の
は
い
い
で
す
ね
ぇ
。
放

射
能
が
気
に
な
っ
て
浪
江
町
の
実
家
に
帰
れ
な

い
」 

。
少
な
い
言
葉
に
、
故
郷
に
あ
る
家
へ
帰

れ
な
い
無
念
さ
が
染
み
出
る
。

ふ
た
た
び
働
く
喜
び
を
感
じ
出
し
た
人
に
会

っ
た
。
全
国
の
善
意
の
輪
が
新
商
品
を
育
て
て

い
る
こ
と
も
知
っ
た
。

被
災
地
障
が
い
者
支
援
の
現
場
で

浜
通
り
か
ら
中
通
り
に
入
り
、
郡
山
市
桑

野
に
あ
る
J
D
F
（
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

被
災
地
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し
ま
を

訪
れ
た
。
震
災
直
後
、
３
月
19
日
か
ら
同
県
内

全
域
を
対
象
に
被
災
障
害
者
の
所
在
確
認
に
回

り
、「
逃
げ
た
い
け
ど
、
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た

障
害
者
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
個
別
支
援
の

手
を
差
し
伸
べ
、
機
動
力
の
あ
る
対
応
が
評
価

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
職
員
が
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
人
手
不
足
に
陥
っ
た
事
業
所
へ
の
支

援
、
県
外
へ
避
難
を
希
望
す
る
障
害
者
へ
の
情

報
提
供
・
紹
介
・
支
援
に
取
り
組
み
、
サ
ポ
ー

ト
役
を
果
た
し
て
い
る
。

２
０
１
１
年
６
月
か
ら
福
島
県
の
委
託
で
相

南相馬市　福島第 1原発のある大熊町の北に位置。市内には帰宅困難区域、居住制限区域、避難指示
解除準備区域がある。死者 1249 人、福島県の市町村で千人を越えたところは他にはなく、最多。うち
障害者は 19 人（身体障害 18 人、精神障害１人）。建物被害は全壊 1230、半壊 781、一部損壊 2435。

“復興支援のカンバッジ”づくり
「仕事ができて安心」と彼岸花
づくりに励む伊佐見幸栄さん

浪江町出身の島抜俊夫さん。
故郷へ帰れない無念さに耐え、
パッキングづくりに頑張って
いる
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談
事
業
も
実
施
。
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
、
県

内
を
７
エ
リ
ア
に
分
け
、
会
津
、
南
相
馬
、
い

わ
き
、
県
北
な
ど
の
相
談
支
援
事
業
所
の
協
力

を
得
て
、
長
期
化
す
る
避
難
生
活
へ
の
相
談
支

援
体
制
を
強
化
。
避
難
生
活
へ
の
不
安
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
医
療
、
教
育
、
就
労
な
ど
で
の
相

談
を
受
け
付
け
、
問
題
解
決
に
動
い
て
い
る
。

「
避
難
所
に
適
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
か
、
薬
は
確
保

で
き
る
の
か
、
以
前
作
業
所
に
行
っ
て
い
た
の

で
働
き
た
い
な
ど
、
ま
さ
に
よ
ろ
ず
な
ん
で
も

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
電
話
で
聞
い
た
り
、

訪
問
あ
る
い
は
セ
ン
タ
ー
へ
来
て
い
た
だ
い
て

話
を
聞
き
ま
す
。月
間
70
か
ら
80
件
あ
り
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
委
託
事
業
所
あ
い
え
る
の
会
の

宇
田
春
美
相
談
支
援
専
門
員
。

南
相
馬
市
、
相
馬
市
、
い
わ
き
市
な
ど
は
同

じ
市
域
内
に
仮
設
住
宅
が
で
き
た
が
、
浪
江
、

双
葉
、
大
熊
、
富
岡
な
ど
双
葉
郡
は
放
射
能
の

影
響
で
エ
リ
ア
外
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

「
病
院
は
ど
こ
へ
」、「
買
い
物
は
」
と
生
活
情
報

が
な
い
の
で
困
る
人
が
多
い
。「
長
引
く
避
難
生

活
で
心
身
と
も
に
落
ち
込
み
、
働
く
意
欲
が
低

下
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
」
と
宇
田
相
談
支
援

専
門
員
。
１
時
間
ほ
ど
の
滞
在
だ
っ
た
が
、
電

話
の
相
談
で
取
材
は
た
び
た
び
中
断
し
た
。

「
被
災
し
た
障
害
者
の
交
流
サ
ロ
ン
し
ん
せ

い
へ
案
内
し
ま
す
」
と
い
わ
れ
、
車
で
移
動
。

白
石
清
春
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し
ま
代
表
が
待

っ
て
い
て
く
れ
た
。
20
代
か
ら
50
代
の
男
女
12

人
が
か
ば
ん
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
多

く
は
双
葉
郡
に
住
ん
で
い
た
。
使
用
済
み
の
封

筒
８
枚
を
張
り
合
わ
せ
ロ
ー
ソ
ク
で
は
っ
水
処

理
、
28
と
い
う
数
字
を
墨
で
書
き
こ
み
出
来
上

が
り
。
１
個
１
０
０
０
円
。
商
品
名
は
「
つ
な

が
り
の
か
ば
ん
」。「
28
は
ふ
た
ば
、
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
と
絆
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
デ
ザ
イ

ン
し
ま
し
た
」
と
白
石
代
表
。
一
般
販
売
し
て

い
る
。
和
気
あ
い
あ
い
、
仕
事
仲
間
で
話
を
し

な
が
ら
手
を
動
か
し
、
紙
の
か
ば
ん
が
で
き
て

い
く
。「
就
労
し
た
い
人
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち

だ
っ
た
人
、
い
ろ
ん
な
状
況
に
あ
る
人
た
ち
が

元
気
に
か
ば
ん
づ
く
り
に
精
出
し
て
い
ま
す
」

リ
ー
ダ
ー
の
富
永
美
保
支
援
員
は
話
し
た
。

起
き
上
が
る
福
島
の
力

障
害
者
と
災
害
―
―
と
い
う
テ
ー
マ
で
東
日

本
大
震
災
は
多
く
の
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。

地
震
、
津
波
の
犠
牲
者
は
高
齢
者
が
約
６
割
を

占
め
た
。
障
害
者
の
死
亡
率
の
高
さ
が
指
摘
さ

れ
た
。
一
般
の
人
々
の
２
～
４
倍
に
な
り
、
そ
の

高
さ
か
ら
緊
急
避
難
時
の
要
援
護
者
な
ど
障
害

者
避
難
に
対
し
、
移
動
の
人
的
支
援
の
必
要
性

を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

Ｊ
Ｄ
Ｆ
被
災
地
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

く
し
ま
は
、
南
相
馬
市
の
要
請
で
手
帳
所
持
者

の
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
と
の
起
こ
り
は
震
災

直
後
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
の
リ
ス
ト
を
作

成
し
た
が
、
そ
の
中
に
被
災
支
援
の
必
要
な
障

害
者
の
も
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
く
し
ま
の
協
力
で
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。

震
災
直
後
の
４
月
末
か
ら
、
の
べ
４
０
０
０

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
家
を
巡
回
し
、
障
害
者

の
安
否
確
認
。
所
在
確
認
を
し
な
が
ら
、
緊
急

避
難
時
に
ど
う
い
う
支
援
が
必
要
か
、
障
害
者

の
要
援
護
者
名
簿
の
作
成
、
要
援
護
者
を
だ
れ

が
ど
こ
の
避
難
所
に
移
動
支
援
す
る
の
か
、
な

ど
の
方
策
づ
く
り
を
目
指
し
、
訪
問
面
会
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
。
３
カ
月
後
、
調
査
結
果

を
ま
と
め
、
さ
ら
に
「
だ
れ
も
が
分
け
隔
て
な

く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
南
相
馬
市
へ
～
今
後
の

避
難
計
画
、
復
興
計
画
づ
く
り
へ
の
提
案
」
を

発
表
し
た
。
要
援
護
者
避
難
計
画
を
総
合
復
興

計
画
に
明
確
に
位
置
づ
け
、
具
体
的
な
要
援
護

者
の
登
録
制
度
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
個
別

に
支
援
担
当
を
決
め
た
。
個
別
支
援
内
容
に
基

づ
い
た
避
難
所
確
保
を
求
め
て
い
る
。

調
査
当
時
、
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し
ま
の
事

務
局
長
だ
っ
た
和
田
庄
司
氏
は
、「
障
害
者
の

命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
災
害
時
要
援
護
者
名

簿
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
同
時
に
災

害
時
多
く
の
困
難
に
さ
ら
さ
れ
る
障
害
者
の
姿

を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
こ
の
国
の
平
時
か
ら
の

取
組
み
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
と
い
う
ま
さ
に
驚

天
動
地
を
乗
り
越
え
た
人
た
ち
は
、
働
く
場
を

守
り
、
働
く
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
た
。
し
か

し
、
ま
だ
、
道
半
ば
。
職
場
復
帰
で
き
な
い
人

も
い
る
だ
ろ
う
。
苦
労
は
続
く
。
み
や
げ
に
買

っ
た
会
津
の
郷
土
玩
具「
起
き
上
が
り
小
法
師
」

を
本
棚
に
飾
っ
て
い
る
。
倒
れ
て
も
、
起
き
上

が
る
福
島
の
力
を
信
じ
た
い
。

あいえるの会宇田春美
相談支援専門員

郡山市にある JDF
被災地障がい者支援
センターふくしま

交流サロンしんせい

白石清春支援センターふくしま代表（左）と 
富永美保支援員

「つながりのかばん」




